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治水地形分類図とは

整備目的

更新版凡例

治水地形分類図は、治水対策を進めることを目的に、国が
管理する河川の流域のうち主に平野部を対象として 詳細な

整備目的

管理する河川の流域のうち主に平野部を対象として、詳細な
地形分類及び河川工作物等が盛り込まれた地図です。

基本的な考え方

 低地の地形は、主に河川の運搬、堆積作用によって形
作られた

基本的な考え方

作られた。

 例えば、「氾濫平野」は何度も繰り返された洪水による
土砂の堆積で平らになった土地である。

 ここから 「氾濫平野」は今後も洪水時に浸水する可能 ここから、「氾濫平野」は今後も洪水時に浸水する可能
性が高いと考えるもの。

初期整備版凡例

治水地形分類図は 国土交通省治水地形分類図は、国土交通省
水管理・国土保全局、各地方整備
局、北海道開発局と国土地理院
が協力して整備・更新しています。が協力して整備 更新しています。
(http://www.gsi.go.jp/bousaichiri/
fc_index.html)



治水地形分類図の整備範囲

治水地 分類図 整備範囲（色 濃 範囲は更新済）治水地形分類図の整備範囲（色の濃い範囲は更新済）



戸蔦別川と札内川の合流地付近
における決壊箇所と浸水範囲における決壊箇所と浸水範囲
（北海道開発局資料から抜粋）



決壊箇所及び浸水範囲の地形
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空中写真から判読した推定浸水範囲



標高と浸水範囲

決壊箇所
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南富良野町における決壊箇所と南富良野町における決壊箇所と
浸水範囲
（北海道開発局資料から抜粋）



決壊箇所及び浸水箇所の地形
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空中写真から判読した浸水範囲の変化
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台風9号による石狩川の浸水状況（北海道開発局資料から）



浸水範囲と地形
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浸水範囲と標高



空中写真から判読した浸水範囲の変化



浸水範囲と地形
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浸水範囲と標高

9/1 12:30時点
の浸水範囲

9/1 12:30時点
の浸水範囲の浸水範囲

8/31 16:00時点
の浸水範囲



まとめ

• 今回の洪水で 堤防が決壊した箇所は旧今回の洪水で、堤防が決壊した箇所は旧
河道が多い。

今回浸水 た範囲は 主 氾濫 野（後背• 今回浸水した範囲は、主に氾濫平野（後背
湿地や旧河道を含む。）

治水地形分類図 デジタル標高地形図等• 治水地形分類図、デジタル標高地形図等
は開かれた治水対策に貢献できるものと考
えている。



南富良野町幾寅市街地拡大の歴史

大正7年

扇状地上に市街地が形成
氾濫平野上は主に農場



昭和37年



昭和51年



現在

氾濫平野に市街地が拡大


